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全篇のまえおき
　傳：染性下痢症が始めてわが國に発生したのは昭
和22年末頃と推定されているが1），その後本州に
おいては殆ど毎年各地方に本病の流行が起ってV・
るにかかわらす，北海道にはこの聞に：確実な傳染
性下痢症の発生は見られなかった。しかるに昭和
26年6月中句，本道の早馬掌理附近に下痢を主症
JiJとする患者が爆発的に発生し，確定患者約600
名，推定患者を：加えると約1，30σ名に達する流行
が発生した。道衛生部は発生規模の大きい事と患
者の症歌が特異なことから，これを究明するため
に札幌医科大学，北海道大学医学部，道：立衛生研
究所及び所管の各保健所の協力の一b“　tc，この流行
の綜合的な研究調査を企図した。その結果比較的
短時日の間に病原及び流行発生の諸要因が確定さ
れ，本病が傳染性下痢症であることが決定して，
この流行を句日の闇に絡応せしめることが出直
た。この綜合研究の成績の概要については既に速
報したが2）一5’），ここには個々の調査並びに白土成
績について詳・蓮；したい。
　調査・槍索・治療・防疫対策等すべてそれぞれ
の専門家が分担し，協力して同時に行われたもの
であるが，以下記載の便宜，i三（1）疫学的研究，（II）
1）幅見＝鰹染性下痢症（昭27」．
2）北海道禰生部＝淋居ユ也1舐集團疑似赤痢対策（昭26），
3）　中亦重・夕1、：斗ヒ薯毎道立衙∫1三祠f究戸｝i”￥＆　2，51　1195ユ）．
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病原間題・一一細菌学的調査・槍索並びに人休実験，
（III）臨質的観察に分けて記述をすすめる。
調査・研究に着手した当時の概況
　流行につV・ての現地からの報告，先遣調査班の
概況報告と現地でわれわれが接した患者の症状を
綜合して，この流行には次の如き特性がある事が
1サヨカ》に二なった。
　1．患者は激しい水様性の一ド痢をゴ三症状とする
が，便には粘血液を含ます，裏急後重も少なV・。
しかし大多数の患者は発病の初期に帯留または嘔
吐を件なっている。　　　　’
　2．．発熱する者が少なく，380Cを越えるものぽ
稀である。多くは発病後4～7日で恢復：しており，
臥床に至らすに治癒している者も少なくなV・よう
である。死亡者はない。
　3．発生地は祠1居古説のみでなく，これに隣接
し充各部落にも同様の流行力二起っている。この地
域では6月中句に：各部落毎に軒1次v・で小・中学校
の運動会が催されており，今回の流行と何等かの
関蓮があるように思われる。
　4．爆発的流行が起つた地帯に接している芦別
町新城地区には6月上句から類似の疾患がかなり
多数発生していた模様があるe
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